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環境行政をめぐる動き 
環境をとりまく状況は、めまぐるしく変化しています。世界や国、都の動向にあわせ、区では次

頁の表に示すような取組を進めてきました。特に近年では、次のような環境問題の重要性が高まっ

ています。 

「食品ロス」の削減～「食品ロスの削減の推進に関する法律」～ 

食品ロスとは、本来食べられるにも関わらず

捨てられてしまう食べ物のことです。日本では

２０１７（平成２９）年度に約６１２万トンの食

品ロスが発生したと推計されます。食品ロスに

よって食料生産や廃棄処理の際の余分なエネル

ギー消費、二酸化炭素排出などの環境問題や、食

料問題が起こります。 

２０１５（平成２７）年度の国連サミットで採

択された「持続可能な開発のための２０３０ア

ジェンダ」において、食料の損失・廃棄の削減目

標が設定され、国際的に食品ロスへの関心が高

まっています。このような国際的な動きを受け、 

日本では２０１９（令和元）年度に「食品ロスの削減の推進に関する法律」が施行されました。 

家庭でできる取組として、買い物のとき、調理のとき、保存のとき、外食のとき、食べきれな

いとき、それぞれの場面で食品ロスを発生させない取組を心がけることが重要です。 

 

プラスチックに関する環境問題 

プラスチックは石油を消費して生産され、処分の際にも多くの二酸化炭素を排出します。また、

海洋プラスチックによる生態系を含めた海洋環境への汚染が近年問題になっています。このよう

に、プラスチックは資源循環、地球温暖化、海洋生態系・海洋資源の保全など多くの問題を引き

起こしています。 

日本は主要な地域・国の中でアメリカに次いで２番目にプラスチックの廃棄量が多く、プラス

チックごみの削減に取り組んでいく必要があります。日本においては、第４次循環型社会形成推

進基本計画に、プラスチックの資源循環を総合的に推進するための戦略「プラスチック資源循環

戦略」を策定して施策を進めています。また、２０２０（令和2）年７月１日からはレジ袋が有

料化されました。家庭でできる取組として、プラスチック製品の利用を控える、マイクロプラス

チック（5mm以下のプラスチック）が含まれていない化粧品を選ぶなどの心がけが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

＜日本の食品ロス発生量 
（２０１７≪平成２９≫年度）＞ 

出典:環境省「食品ロスポータルサイト」 

＜環境省「プラスチック・スマート」キャンペーンのロゴ＞ 
個人・企業・団体・行政などあらゆる主体が、それぞれの立場
でできる取組を応援し、広げていくキャンペーン 

（参考：環境省「プラスチックを取り巻く国内外の状況」 
環境省「Plastic Smart」） 
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＜環境行政をめぐる区の動き及び世界・日本・東京都の動き＞ 

年度 区の動き ★：世界の動き ●：国の動き ○：東京都の動き 

２００９ 
（平成２１）年度 

「目黒区景観計画」策定 
○「東京都地球温暖化対策指針」改正 
○「東京都エネルギー有効利用指針」制定 「目黒区地球温暖化対策推進実行計画 

（めぐろエコ・プラン）」策定 

２０１０ 
（平成２２）年度 

「目黒区総合治水対策基本計画」改定 
★ＣＯＰ-ＣＢＤ※１１０開催 
（「名古屋-クアラルンプール補足議定書」、 
「愛知ターゲット」、「名古屋議定書」採択） 

○「首都圏キャップ＆トレード制度」協定締結 
○「緑確保の総合的な方針」策定 

「目黒区環境学習推進計画」改定 

２０１１ 
（平成２３）年度 

「目黒区環境基本計画」改定 
（重点プロジェクトの変更など） 
「目黒区景観計画」改定 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ※２１７開催 

２０１２ 
（平成２４）年度 － 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ１８開催 
★国連持続可能な開発会議（リオ＋２０）開催 
●「第四次環境基本計画」閣議決定 
●「生物多様性国家戦略２０１２-２０２０」閣議決定 
●「都市の低炭素化の促進に関する法律」制定 
○「緑施策の新展開～生物多様性の保全に向けた基本戦略

～」策定 

２０１３ 
（平成２５）年度 

「目黒区地球温暖化対策推進第二次実行 
計画（めぐろエコ・プランⅡ）」改定 

★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）が 
「5 次評価報告書」の第 1 作業部会報告書、 
第２作業部会報告書を公表 

★「水銀に関する水俣条約」採択 
●「地球温暖化対策推進法」改正 
（３ふっ化窒素《ＮＦ３》の温室効果ガスへの追加など） 
●「第三次循環型社会形成推進基本計画」閣議決定 
●「J クレジット」制度の発足 

「目黒区地球温暖化対策地域推進計画 
（第二次計画）」改定 

「目黒区環境学習実行プラン」改定 

「ささえあう生命の輪（いのちのわ） 
野鳥のすめるまちづくり計画」策定 

２０１４ 
（平成２６）年度 － 

★持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）に関する 
ユネスコ世界会議開催 

★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）が 
「5 次評価報告書」の第３作業部会報告書を公表 

★「名古屋議定書」発効 
●「水循環基本法」制定 
●「外来種被害防止行動計画」策定 
○「東京都長期ビジョン」策定 

２０１５ 
（平成２７）年度 

「目黒区みどりの基本計画」改定 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ２１開催「パリ協定」採択 
★国連持続可能な開発サミット開催（「持続可能な開発の

ための２０３０アジェンダ」採択） 
●「建築物省エネ法」制定 
●「水銀による環境の汚染の防止に関する法律」制定 
●「気候変動の影響への適応計画」閣議決定 
○「東京都環境基本計画」改定 
○「緑確保の総合的な方針」改定 

「目黒区一般廃棄物処理基本計画 
～快適で誇りのもてる循環型のまち～」
改定 

２０１６ 
（平成２８）年度 

「目黒区環境基本計画」改定 
（重点的に取り組むテーマの設定など） 

★ＣＯＰ-ＦＣＣＣ２２開催「パリ協定」発効 
●「地球温暖化対策計画」閣議決定 

２０１７ 
（平成２９）年度 － ★「水銀に関する水俣条約」発効 

２０１８ 
（平成３０）年度 

「目黒区地球温暖化対策推進第三次実行 
計画（めぐろエコ・プランⅢ）」改定 

●「第五次環境基本計画」閣議決定 
●「気候変動適応法」制定 
●「気候変動適応計画」閣議決定 
★ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル） 

が「１.５℃特別報告書※３」を公表 

２０１９ 
(令和元）年度 － 

●「フロン排出抑制法」改正 
●「食品ロス削減推進法」制定 
〇「ゼロエミッション東京戦略」策定 

  ※１ ＣＯＰ-ＣＢＤ…生物多様性条約締約国会議。 
※２ ＣＯＰ-ＦＣＣＣ…気候変動枠組条約締約国会議。 
※３ 「１.５℃特別報告書」…気候変動の脅威への世界的な対応の強化、持続可能な発展及び貧困撲滅の文脈において工業化以前の

水準から１.５℃ の気温上昇にかかる影響や関連する地球全体での温室効果ガス（GHG）排出経路に関する特別報告書。 
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環境保全の施策に要した主な経費 
 

基本方針１ 地球温暖化対策を推進する                                   （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

地球温暖化対策事業 
【普及・啓発事業】 
住宅用新エネルギー及び省エネルギー設備設置費助成、地域
協議会運営、めぐろグリーンアクションプログラム など 

９,１９５ 

 

基本方針２ ものを大切にして循環型社会を実現する                     （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

ごみ減量化のための 
普及啓発 

食品ロス削減、めぐろ買い物ルール、環境学習、MGR１００
プロジェクト、２R 推進 

２,７９４ 

拠点回収事業 回収量（乾電池１８ｔ、紙パック ５ｔ、小型家電 ６ｔ） ５,９７０ 

分別回収の推進事業 
回収量 
（びん ２,８８７t、缶 ７９９t、ペットボトル １,０８９t、

資源プラスチック １,５７１t、蛍光管など １２t） 
１,０５８,５６８ 

古紙回収（行政回収分） 古紙回収量 ２８０ｔ ４８,３６０ 

資源回収活動支援 
資源回収活動実施団体支援 ３２１団体、 
資源回収量（古紙など）１１,１３２ｔ 

４４,５２６ 

 

基本方針３ みどりをはぐくみエコロジカルネットワークを形成する        （単位：千円） 

事業名 事業の内容   経 費 

公園・緑道等の整備 公園（改良） １か所、児童遊園（改良） １か所 ７９,２８７ 

みどりのまちなみ助成 接道部緑化 ２６件、保存樹木等助成 ３１１件 ４,５０４ 

グリーンクラブ事業 花苗配布などの支援 ９８団体 ５,１３１ 

 

基本方針４ 健康で快適に暮らせる生活環境を確保する                 （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

環境調査 

大気汚染常時監視、幹線道路の自動車公害調査、目黒川水質 
調査、光化学スモッグ対策、幹線道路沿いにおける窒素酸化 
物調査、地下水調査、一般大気中アスベスト調査、一般環境
大気中のダイオキシン類調査委託、目黒川臭気分析委託など 

１６,７６１ 

総合治水対策の推進 雨水浸透桝 ３か所、透水性舗装 ３４７㎡ ５,７１３ 

放射線対策 
空間放射線量測定、 
Ｎａｌ（Ｔｌ）シンチレーションサーベイメーター校正費 

１７６ 

ポイ捨て、落書き対策 ポイ捨て禁止キャンペーン、落書き消去活動支援 １９０ 

犬のふん放置等 
に対する普及啓発 

飼い主へのマナー啓発プレート配布、犬の飼い方セミナー、
啓発のぼり作成 

６０ 

路上喫煙対策 
路上喫煙禁止区域のパトロール、路上シート作成設置、 
指定喫煙所維持管理、屋内型喫煙施設整備費補助など 

５３,５６９ 

 

基本方針５ 環境を守りはぐくむ人を育てる                      （単位：千円） 

事業名 事業の内容 経 費 

目黒区エコプラザ 

運営管理 

環境推進員養成講座、リサイクルショップ、 

図書貸出し など 
２７,０６０ 

  



 

 

 

 

より詳しい情報を知りたい方のために… 

・環境調査報告書 
基本方針４で報告した大気・水質などに関する環境調査結果を詳細に掲載した報告書で

す。２０２０（令和２）年度版は、１０月頃の発行を予定しています。 

トップページ＞行政情報＞統計・調査・報告＞調査・報告＞環境調査報告書 

・環境保全施策実施状況一覧表 
 区の環境保全施策実施状況をまとめたものです。 

トップページ＞行政情報＞統計・調査・報告＞調査・報告＞目黒区環境報告書 

（めぐろの環境） 

ご意見・ご感想をお聞かせください 

２０２０（令和２）年度版めぐろの環境（環境報告書）をお読みいただきありがとうござい

ました。 

今後の環境報告書づくりの参考にしていきますので、ご意見・ご感想などをお聞かせください。 

〔 宛て先 〕目黒区 環境清掃部 環境保全課 環境計画係 

電 話：０３－５７２２－９３５６ ＦＡＸ：０３－５７２２－９４０１ 

Ｅmail：kankyo01@city.meguro.tokyo.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０めぐろの環境 

（令和２年度版 環境報告書） 
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